
 

投資事業評価調書（継続：再評価） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

街路担当参事 荒谷 一平 

（街路班長 安井 誠一郎） 
内線 

4474 

(4480) 
 
事業種目 街路 新規評価年度 H21(2009)  現計画 新規評価時点 

事業名 
都市計画道路 
園田西武庫線（藻川工区） 

事業採択年度 H22(2010) 総事業費 ３３億円 ３３億円 

着工年度 H22(2010) 内用地補償費 ２億円 １３億円 

事業区間 尼崎市食
け

満
ま

５丁目～東園田町３丁目 

完成予定年度 R5(2023) H28(2016)※ 
※H28年度公共事業審査会でR2への延伸報告済 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

８３％  
(４９％) － 

残事業費 ６億円 － 
事業の目的 事業内容 （）新規評価時点 

・本路線は、尼崎市北部市街地において、国道２号、国道 43 号等の 

東西主要幹線道路を補完し、大阪府と接続する東西幹線道路である。 

・尼崎市北部では、大阪府と連絡する東西道路ﾈｯﾄﾜｰｸが脆弱なため、 

周辺道路では慢性的な交通渋滞が発生している。 

・このため、本路線で整備が残っている本工区と御園工区を合わせて供用し全

線開通することにより、都市内交通の円滑化及び都市防災機能の充実を図る。 

【延長】L=564m（600m） 

うち橋梁部 L=134m（130m） 

【道路規格】第４種第２級 

【計画幅員】 

渡河部 2車線 車道6.0m 両側歩道3.0m 

ｱﾌﾟﾛｰﾁ部 2車線 車道6.0m 側道5.0～6.0m 

【計画交通量】8,100台/日（8,800台/日） 

【負担割合】国50%、県25%、市25% 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

①JR塚口駅前の大規模工場跡地(8.4ha)に、商業施設や住宅(約1300戸)の整備が平成28(2016)年度に完成。

さらに、本工区に近接した市立尼崎東高校跡地(3.4ha)において、園田支所移転や高齢者施設の整備、

住宅開発が行われる。 

【新規評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
①右岸(食満)側交差点に右折レーンを追加している。 

②用地交渉の難航から、事業期間を７年延伸して令和５(2023)年度までとする。 

③堤防坂路の計画変更により、堤防沿いの建物を回避し、用地補償費を11億円減額する。また、工事

費について、右岸交差点部への右折レーン設置、現位置でのボーリング調査の結果による杭長の増

加等により11億円増額する。 

進捗状況 

①右岸(食満)側については、土地区画整理事業で用地は確保済み。アプローチ部の橋梁上部工工事に

着手し、令和元年度に完成する見込みである。 

②渡河部については、橋梁下部工が完成。平成30(2018)年度より橋梁上部工工事に着手し、令和２(2

020)年度に完成する見込みである。 

③左岸(東園田)側については、用地買収が完了した箇所から順次工事に着手し、令和５（2023）年度

に完成する見込みである。 

④同路線の御園工区については、令和５(2023)年度の事業完了を目指し、事業推進している。 
評価視点 評価結果の説明 

審査会

意見及

び対応

方針 

H21新規評価 【審査会意見】 新規着手妥当 【対応方針】 － 
H28御園工区再評価 御園工区と藻川工区の整備により本路線全線が供用となり、

大阪府と連絡する東西ﾈｯﾄﾜｰｸが形成され、都市内交通の円滑

化や都市防災機能の向上といった相乗効果を発揮させるた

め、両工区の早期供用に努められたい。 

本路線の効果を発揮するため、藻川

工区と合わせて令和５(2023)年度の

完成に向けて事業を推進する。 

(1)必要性 ① 本路線の北側に並行する猪名寺
い な で ら

椎堂
し ど う

線の JR 前畑踏切（踏切すっきり安心プランに位置づけ（自動車

ボトルネック踏切））など、周辺道路では慢性的な交通渋滞が見られる。本路線の整備により交通渋

滞を緩和し、交通の円滑化を図る必要がある。 

② 阪神高速道路や大阪内環状線とのネットワークの強化による緊急物資等の円滑な輸送、災害時の指

定避難場所へのアクセス性などの都市防災機能の向上を図る必要がある。 

③ 藻川の左右岸における地域の分断を解消し、地域間の交流、活性化を図ることができる。さらに、

周辺駅（阪急園田駅、JR 猪名寺駅、JR 塚口駅）や公共施設、大阪府都心部へのアクセス性を向上さ

せることができる。 

④ 歩行者、自転車の安心・安全のため、自転車走行空間を確保し、自転車ﾈｯﾄﾜｰｸを形成できる。 

(2)有効性・効率性 

(執行環境状況） 

① 費用便益比 B／C＝2.7（全体）（前回 B／C＝3.1）、B／C＝14.4（残事業） 

② 事業完了後の現道（県道西宮豊中線）の管理引継については、尼崎市の合意を得ている。 

③ 地元より早期整備の要望書が提出されている。 

(3)環境適合性 ① 車道は低騒音舗装を行い、沿道環境に配慮することとしている。 

② 市街地内の迂回交通を本路線へ転換することで、交通を円滑化できることから、大気に与える影響

を軽減できる。 

(4)優先性 ・本路線で整備が残っている本工区と御園工区を供用することにより、大阪府との東西ﾈｯﾄﾜｰｸが強化

されることから、早期に供用を図る必要がある。 

再評価の

結果 
継続 左の 

理由 

事業の必要性は事業採択時と何ら変わっておらず、藻川工区の事業進捗率も向上してい

る。今後更に事業推進を図り、御園工区も含めた全線供用することで早期に事業効果を

発揮させるため、継続して事業を実施する必要がある。 

街路－１ 



事業進捗状況概要図（継続：再評価）

・前畑踏切（踏切すっきり安心プ
ランに位置づけ）など周辺道路
の渋滞が緩和される。
・大阪府との道路ネットワークが
強化され、都市防災機能の向上
が図られる。

【事業費＝６億円】
• 令和２(2020)年度に（仮称）新藻川橋完成
• 令和５(2023)年度に園田西武庫線全線開通

今後５年間
（R2（2020）
～R5（2023））

－

【事業費＝２７億円】
• 用地補償30件中19件（63%）契約済
• 渡河部橋梁下部工完成
• 右岸アプローチ部下部工完成

事業採択～
再評価まで
（H22（2010）
～R1（2019））

【事業費＝３３億円】
延長：５６４ｍ
物件補償：２件、用地：30件 744.64㎡

全体
（H22（2010）
～Ｒ5（2023））

整備効果事業進捗状況・予定

（都）園田西武庫線路線・河川名街路事業事業名

街路－2

山手幹線

園田西武庫線

伊丹飛行場線

兵庫県

大阪府

尼崎市

大阪市

豊中市伊丹市

尼
崎
宝
塚
線

当該箇所

御園工区

L=５６４m

藻川工区

凡例
事業区間
事業中他工区
未整備
府県境

－



西宮市

伊丹市

宝塚市

園田西武庫線

御園工区

伊丹飛行場線

尼崎市

神
崎
川

位置図

内環状線
（国道479号）

事業区間 ： 尼崎市食満５丁目～東園田町３丁目
総事業費 ： ３３億円
内用地補償費 ： ２億円
事業期間 ： H22～Ｒ５
事業概要 ： バイパス整備
延 長 ： 564m
計画幅員 ： 渡河部 ２車線 車道6.0m 両側歩道3.0m

ｱﾌﾟﾛｰﾁ部 ２車線 車道6.0m 側道5.0～6.0m

事業概要

目 的

①尼崎市北部市街地における慢性的な渋滞の解消
②大阪府と連絡する東西道路ネットワークの強化によ
る都市防災機能の向上

左岸ｱﾌﾟﾛｰﾁ部渡河部右岸ｱﾌﾟﾛｰﾁ部横断図

大阪府

街路事業 都市計画道路 園田西武庫線〔藻川〕

事業箇所

凡 例
：事業区間
：事業中の都市計画道路
：整備済の都市計画道路
：未整備の都市計画道路

L=564m

（都）園田西武庫線
藻川工区

街路－３



大規模
工場

至大阪

至西宮

南町4丁目交差点
【H17.9.21調査】

渋滞長 L=400m
信号待ち ４回

前畑踏切（自動車ボトルネック）
交通量 9,970台/日
遮断時間 6.2時間/日
交通遮断量 61,814台時/日

若王寺交差点

ピッコロシアター南
交差点

下坂部交差点

塚口本町6丁目北
交差点

猪名寺交差点

園田中

小

園田橋
塚口駅小中島線

（御園工区）

園田競馬場

大
規
模

商
業
施
設

小 中

小

小

小

中

中

高

中

高

大

園田小

園田支所

東園田4丁目
交差点

久々知交差点
【H29.11.24調査】
渋滞長 L=400m
信号待ち ３回

平面図

事業の必要性・優先性

凡例
：事業区間

：阪急神戸線

：整備済の都市計画道路

：緊急対策踏切

：事業中の都市計画道路

：ＪＲ福知山線

：渋滞交差点

：その他交差点
：学校

園田西武庫線

大阪府側との道路ネットワーク

（藻川工区）

①尼崎市北部市街地では、自動車ボトルネック踏切である前畑踏切（踏切すっきり安心プランに位置づけ）や渋滞交差点
が存在するなど慢性的な渋滞が発生しており、本工区及び御園工区の整備により、交通の円滑化が必要。
②大阪内環状線との道路ネットワーク強化による災害時における緊急物資の円滑な輸送など、防災機能の向上が必要。

住宅開発（3.4ha）

園田西武庫線
（藻川工区）

（園田支所、住宅、特養）

住宅開発（8.5ha）
H28完成

【現況交通量】(H27ｾﾝｻｽ)
自動車 17,025台/日
自転車 979台/12h
歩行者 500人/12h

街路－４



至大阪

至西宮

若王寺交差点

ピッコロシアター南
交差点

久々知交差点

大阪府

塚口本町6丁目北
交差点

東園田4丁目
交差点

猪名寺交差点

藻川工区

大成中

御園工区

北ルート所要時間（整備前）９．９分

所要時間（整備後）３．５分

南ルート所要時間（整備前） ８．４分

南町4丁目交差点

塚口駅小中島線

250m

180m

渋滞長：H18.9観測

周辺道路の渋滞状況と整備効果

［前畑踏切］

次屋交差点

ＪＲ前畑踏切（猪名寺椎堂線）の渋滞状況

現況写真

ﾋﾟｯｺﾛｼｱﾀｰ南交差点（塚口駅小中島線）の渋滞状況

凡例
：事業区間

：緊急対策踏切

：渋滞交差点

：その他交差点

：整備済の都市計画道路
：事業中の都市計画道路

1
3
0m

195m

170m

105m

175m

130m

2
0
0m

2
2
0m

1
6
5m

115m

下坂部交差点

街路－５

至 西宮

至 大阪

至西宮

久々知交差点（山手幹線）の渋滞状況

至 大阪

至 西宮

至 大阪



大規模
工場

至大阪

至西宮

小

塚口駅小中島線

園田競馬場

大
規
模

商
業
施
設

小 中

小

小

小

中

高

高

大

園田支所

事業の必要性・優先性

凡例
：事業区間

：阪急神戸線

：整備済の都市計画道路

：緊急対策踏切

：事業中の都市計画道路

：ＪＲ福知山線

：渋滞交差点
：学校

③本工区の整備により、藻川左右岸の地域分断を解消し、周辺駅（阪急園田駅、ＪＲ猪名寺駅、ＪＲ塚口駅）や公共施設
（園田支所）へのアクセス改善を図ることができる。
④中園橋や宮園橋では自転車交通が多く非常に危険な状態であり、本工区及び御園工区の整備により自転車ネット
ワークが形成されることで、自転車交通を本路線へ転換させ、自転車交通の円滑化を図ることができる。

住宅開発（3.4ha）

【現況交通量】
自転車 1,764台/12h

住宅開発（8.5ha）
H28完成

宮園橋（W=5.5m）における自転車と車の輻輳

食満⇔阪急園田駅
アクセス改善

平面図

（園田支所、住宅、特養）

【現況交通量】
自転車 4,154台/12h

自転車交通の転換

ＪＲ塚口駅⇔東園田町
アクセス改善

：自転車道（ﾈｯﾄﾜｰｸ路線）
：自転車ﾚｰﾝ（ﾈｯﾄﾜｰｸ路線）

：自転車歩行者道、幅広路肩等
(ﾈｯﾄﾜｰｸ補完路線)

：車道混在（ﾈｯﾄﾜｰｸ路線）

自転車交通の転換

ＪＲ猪名寺駅⇔東園田町
アクセス改善

東西方向の自転車ネットワークを形成

街路－６

W=5.5m



工程表

現況写真 ②右岸アプローチ部上部工を施工中

：前回計画
：実施・計画

年度 H H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30 1 2 3 4 5

測量・設計

用地補償

右岸アプローチ部

渡河部

左岸アプローチ部

22
R R R R R

工事

事業進捗平面図

左岸アプローチ部右岸アプローチ部 渡河部
藻川工区 Ｌ＝５６４ｍ

③

③渡河部の下部工が完成

上部工Ｒ２年度完成予定上部工Ｒ１年度完成予定

②

④

④左岸アプローチ部の状況

①

①右岸アプローチ部の状況

右岸（食満）側は、土地区画整理事業により用地確保済 左岸（東園田町）側は、用地進捗率63% 19/30件契約済）

街路－７

物件調査



事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益比（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

①走行時間短縮便益 目的地までにかかる時間が短くなることによる便益

②走行経費減少便益 交通の流れがスムーズになり、燃費などが向上することによる便益

③交通事故減少便益 交通事故が減少することによる便益

事業 事業名

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ便益額

(百万円)
代表的な
効果

総費用 事業費 維持管理費

(百万円) (百万円) (百万円)

街路 園田西武庫線

全
体
事
業
費

①走行時間短縮便益 63,280

時間短縮
9,9分→3.5分

27,024 26,805 219 2.7
②走行経費減少便益 7,289

③交通事故減少便益 1,620

計 72,189

残
事
業
費

①走行時間短縮便益 63,280

時間短縮
9,9分→3.5分

4,998 4,779 219 14.4
②走行経費減少便益 7,289

③交通事故減少便益 1,620

計 72,189

街路－８



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

①安全･安心の確保

災害時

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（※緊急輸送道路の整備、防災拠点･災害拠点
病院へのアクセス道路の整備） ○

緊急輸送道路と地域の避難所（小学校）を結ぶ
避難路の整備

救助・救援活動の支援
（※災害時の通行不能や孤立集落の解消）

減災対策への取り組み
（※二線堤道路、避難路・避難場所としての機能、
延焼防止機能の確保）

― ―

平時
救急医療体制の支援 ○ 救急医療機関へのアクセス向上

交通安全対策 ○
自転車走行空間の確保による歩行者、自転車の安
全向上

②地域の活性化

地域間交流の促進 ○ 藻川の左右岸の地域間交流の促進

中心市街地の活性化 ― ―

地域産業の活性化 ○
広域的な都市間道路ネットワーク形成による物流
の強化

観光支援 ― ―

地域プロジェクト等支援 ― ―

③円滑な交通体系の確保
公共交通機関利用の促進
交通結節機能の向上

○ 周辺駅へのアクセス向上

④地域の環境改善
沿道環境の改善
景観形成

○ 車道部の低騒音舗装による沿道環境の改善

要望状況等 地元より園田西武庫線の早期整備について要望がある。

街路－９


